






















A Study on the Concept of Time in Clients with Dissociation: Based on the
Phenomenological Theory of Time and the Narrative Theory of Time



































喪失、 b）自己喪失（変容）感・自己同一感喪失、 c）有情感（生命感）喪失、 d）感覚喪失
感、 e）親和感（馴染み感）喪失、 f ）実行（能動性）意識喪失：自分で行為している感じの
喪失、 g）自己所属感喪失：「自分の」身体という感じの喪失、 h）疎隔感：体験の中に割り込



























































































































































































































































































































































































































































いる。このような離隔症状の特徴理解に、野間は Van der Hart,O.らの構造的解離理論を紹介し
ている。この理論に基づけば、慢性的な外傷を受けた人々の示す解離症状は、何事もなかった
かのようにそのつどの状況に過剰に適応しながら日常生活を暮らす人格（一見正常にみえる人
格部分；Apparently Normal Part of Personality；ANP）と、まさに外傷体験を被っている場面にい
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